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１、担当者からのメッセージ 

生物学は非常に応用範囲の広い学問です。例えば、環境・農業・食糧・健康・医療など、社会や自身の生活に直

結する分野の基礎となります。１年生で学習した生物基礎の知識を生かして、「生命現象と物質」、「遺伝情報の発

現」、「生物の環境応答」、「生態と環境」といった観点から発展的な内容を学ぶことで、生物とはどういう存在なのか、

生物はどのように生きているのか、生物がどのように発展してきたのか、ということを理解するとともに、持続可能な社会

を実現するために貢献できる人間になってほしい。 

 

２、学習の到達目標 

 第１編では、生物を構成している物質、細胞について理解すること。第２編では、遺伝子の発現について理解する

こと。第４編では、生物が周りの環境の変化をどのように感知して、どのように対応するのかを理解すること。第５編で

は、様々な生物や非生物的な環境要因が影響し合って多様な生態系を形成していることを理解すること。これらを各

単元の到達目標とする。 

 

３、学習評価（評価基準と評価方法） 



観 

点 

a.関心・意欲・態度 b.思考・判断・表現 c. 観察・実験の技能 d.知識・理解 

観 

点 

の 

趣 

旨 

生命を分子、細胞、個

体、生態系など様々な

階層レベルで関心を持

ち、科学的な視点から

探求する意欲・態度を

身につけている。 

細胞内や生体内で起き

ている現象や、生態系に

おける生物間の関わり合

いについて思考し、適切

に判断を行い、表現でき

る。 

細胞で起こっている現象や

生物体の実験・観察にお

いて顕微鏡などの実験器

具を正しく扱える。また、

得られた結果から科学的

な視点で考察できる。 

単元ごとの重要語句や

原理、化学反応式等を

理解し、知識として定着

している。 

評 

価 

方 

法 

・探求活動 

・発表活動 

・定期考査 

・探求活動 

・発表活動 

・定期考査 

・探求活動 

・発表活動 

・定期考査 

・探求活動 

上記の評価の観点に基づいて定期考査ごとに評価し、学年末に５段階の評定を算出する。 

 

 

 

学 

期 

単 

元 

名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元(題材)の評価基準 評価方法 

a b c d 

１ 

学 

生

命

生体物質と細胞 

 

 

 

○ 
 

○ 
 

a：生物の基本単位である

細胞の構造に関心を持って

・定期考査 

・発表活動 



期 

前 

半 

現

象と

物

資 

 

 

 

いる。 

b：細胞の構造から、細胞

の種類を判断し、DNA 配

列からタンパク質のアミノ酸

配列を予測できる。 

c：顕微鏡を使用して細胞

を観察できる。 

d：生体物質の中でもとり

わけタンパク質が重要な物

質であることを理解してい

る。 

・探求活動 

生命現象を支えるタンパク

質 

   
○ 

１ 

学 

期 

後 

半 

遺

伝

情

報の

発

現 

ＤＮＡの構造と複製 ○ 
 

○ 
 

a：全ての生物に共通して

いる遺伝子発現のメカニズ

ムについて関心を持ってい

る。 

b：DNA の塩基配列を基

にタンパク質のアミノ酸配列

がどのようなものになるか思

考し、変異があった場合どの

ような現象が起きるか判断

・定期考査 

・発表活動 

・探求活動 

遺伝情報の発現 
 

○ 
 

○ 



できる。 

c：サンプルから DNA を抽

出する技能を持っている。 

d：核酸や遺伝子発現の

流れについて理解している。 

生

物の

環

境

応

答 

動物の刺激の受容と反応 

 

 

 

 

 

  
○ ○ a：動物の行動に関心を持

ち、実際の例を通じて意欲

的に学習しているか。 

b：植物の環境応答に関す

る知識を生かして、屈性等

の実験結果を予想すること

ができる。 

c：実験で自分の盲点の大

きさや形を推測できる。 

d：動物の受容器や効果

器に関する知識を取得して

いる。 

・定期考査 

・発表活動 

・探求活動 
２ 

学 

期 

前 

半 

動物の行動 ○ 
   

植物の環境応答 
 

○ 
  

２ 

学 

期 

後 

半 

生

態と

生物の多様性と生態学 ○ 
   

a：地球上に存在する様々

な生態系と、人間活動が生

・定期考査 

・発表活動 
個体群と生物群集 

   
○ 

３



学

期 

環

境 

生態系の物質生産とエネ

ルギーの流れ 

 

 
○ 

  
態系に及ぼしている影響に

ついて関心を持っている。 

b：物質やエネルギーの流れ

の観点から、生物同士の関

わりを考察できる。 

c：生産量、成長量、同化

量などを計算で求めることが

できる。 

d：個体群や生物群集、生

態系に関する知識を習得し

ている。 

・探求活動 

生態系と生物多様性 ○ 
   

 

 

※表中の観点について a・・・関心・意欲・態度 

b・・・思考・判断・表現 

c・・・観察・実験の技能 

d・・・知識・理解 

 

※原則として１つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目にお

いて特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 
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